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まわりをすべて海に囲まれた国一日本。海岸線が複雑

に入 りくみ、 そこに流れ込む暖流 と寒流が、多 くの好漁

場を形成し、そのため、沿岸漁業や養殖業がひじように発

達してきました。また最近は、国際的に200海里時代が定着

し、さらにエネ/L/ギ ーの高騰など遠洋漁業に多 くの問題

を生 じてきてお り、わが国周辺海域における漁業の重要

性がますます高まってきています。

しかし、わが国の経済成長に伴い、大平洋ベル ト地帯

から瀬戸内海、北九州などに臨海工業地帯が形成され、

さらに全国的に適地を求めてひろがろうとしています。

また工業地帯の造成 と相まって、人口の都市集中化がす

内水面漁業  内水面養殖業

●漁業生産量の推移
単位 :万 トン

すみ、内海、内湾の沿岸漁場は工場排水、都市排水の流

入による汚染や、埋立てによる藻場、千潟の減少などによ

り、沿岸漁場の環境条件が悪化 してきています。さらに

大規模な工業地帯や、発電所用地、石油貯蔵基地用地な

どが臨海に造成されることにより、船舶航行がふ くそう

化 し、油濁事故の危険性が高まっています。 また、海難

事故の多発、船舶による漁具の損壊 も忘れることはでき

ません。

沿岸漁業の振興は、単に漁業問題 としてのみではなく、

わが国の食糧供給問題 としても広 くとらえるべきであ り、

漁場環境の保全は、その大切な基盤なのです。

沖合・遠洋漁業 5%

定置 。地 び き綱 4%



●86億円,漁業公害による被害総額です

沿岸地域における水質汚濁などによる漁業被害 (漁業   漁業被害の与える影響の重大さを認識する必要があるの

公害)は 、 どの 〈らい発生 しているので しょうか。者F道   です。

府県からの53年度の突発的漁業被害発生報告によると、    また原因別にみると、海面漁業では、油濁や赤潮によ

発生総件数は405件 、被害総額は85億6,800万円にのぼつ   る被害が圧任1的 に多 くなっていますが、内水面漁業では

ていま丸 これは沿岸漁業及び養殖業の全生産額の約8%  工場、事業場からの排水によるものが多 くみ られます。

に当た りますが、この調査に合まれていない継続的漁業    それでは、漁業公害にはどんなものがあるで しょうか。

公害による被害を加えると、その割合はさらに高 くなる  ● 埋立地の造成により、魚介類の産卵、育成の場 となっ

で しょう。そして、 とくに留意 しておかなければならな  ている大切な千潟や藻場が失われ、沿岸の水産資源が次

いことは、漁業被害が発生する地域では局部的に大きな  第に荒廃 してゆきます。

被害を受け易いということです。このようなことからも、  ② 海洋汚染事故の中でもっとも多いタンカーや詢合舶から

●突発的漁業被害額

●突発的漁業被害発生件数、被害額(53年 度 )

258億 円

被 害 額

85,7億 円

その他 ll億円

単位 :億円     油によるもの

赤潮によるもの

その他

の油流出事故により海が汚されるほか、の り養殖や磯根   ろしい被害をもたらした りします。

生物などに油が付着するなどの直接的被害を生 じます。   O 原子力発電所 や火力発電所などから排出される大量の

O 工場、事業場からの排水や都市生活排水の流入により、  温排水によって沿岸海域の生態系に悪影響を与える恐れ

海が汚されることです。最近は、有機物による汚れのほか、  があ ります。

チッソやリンなどが多 く流れ込み、閉鎖性内湾や内海に  O 廃棄物の海洋投入による海の汚染が′しヽ配されてお り、

富栄養化現像がみ られ、赤潮発生の主な原因 となってお  水産資源への悪い影響が懸念されています。

ります。

● 工場、事業場からの有害物質の排出、また田畑などか  このほか、河り||を 通 じて流れ込むた くさんの廃プラスチ

らの農薬の流入により、水産生物がへい死、枯死したり、あ る   ックゃビニール、ゴミなど海を荒 らす原因 となるものは

いは水銀、PCBの ように魚介類に蓄積 し、人の4LI康 に恐   数えきれません。

●海区別漁業被害額 (53年度 )
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海や河を汚染から防 ぐため、いろいろな法律や規則が  法令に定めのないことで も個人の小さな行為の積み重ね

定められています。これらの法律や規則を遵守すること  が、ひいては広い漁場に悪い影響を及ぼ している例 もみ

が大切であるということは云 うまで もあ りません。 しか  かけます。 したがって漁業者 も常に自ら海の汚染に気を

し漁場環境の保全を考えるとき、これらの法令をただ守   くば り、漁場環境の悪化を防ぎ、漁業生産を高める努力

っているだけでは十分ではないこともあるのです。     をしなければならないのです。

水質汚濁及び廃棄物に関する主な法律

公害対策基本法
水質汚濁に係

水質汚濁防止法

廃棄物の処理及び清掃
に関する法律

海洋汚染及び海上災害

の防止に関する法律

大量の油が

排出された場合

有害物の遺棄・
水産資 源保 護法

漏せつの禁止

核原料物質、核燃料物
放射性廃棄物質及び原子炉の規制に
の廃棄の規制

関する法律

漁業被害を防止し、漁場環境を守るために

漁業者自身をはじめ、

国や地方公共団体などが

種々の対策を講じていま丸

それでは水産庁が
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●漁業公害調査指導員による指導

タンカーの事故による油流出、赤潮や酸欠、さらに有害

物質等による魚介類の大量へい死象 のりの芽落ちなど、漁業

公害は、突発的に起る場合が多く、また、漁業公害が発生す

る状況も一様ではないのく 被害漁業者は、状況をみ蠅 速・適

切に対応しなければなりません。もちろん、海上保安部を始

め、関係官署による対策指導が行われるわけですだ 漁業被

害を軽減し、あるいは防止するためには、漁業 1こ精通 した漁

業者が自ら守ることが最 も効果的です。

このため、各都道府県では公害調査指導員(全国で約500人 )

を配置し、定期的な漁場監視,被 害発生時の指導をしたり、

また漁業者に対 し、漁業公害についての啓もう普及を行って、

漁業公害に関する知識の向上をはかっていま現 水産庁は、

これらの公害調査指導員の活動費について補助を行っていま

す。この事業を実施することにより、漁業者を通じた漁業公害

調査指導体制が整備され、複雑、多様化する漁業公害の発

生にメ寸処すること力ゞできるのです。

●公害調査指導体制

▼水質を調査する指導員

●漁業公害防止につしての啓もう宣伝

海や川を汚さないということは、法令によって規制さ

れるだけでは実効が上 らないのであって、個人個人の海

や川をよごさないという′じヽ構 えが非常に大切 なのです。

またレジャーの際のゴミ、アキカン等の投棄など何気な

く行 う行為 も、海や河を汚す原因 となります。 そこで水

産庁では、漁業公害の実態を認識 してもらうとともに、

その防止をはかるため、民間団体に委託 して漁業公害防

止のための啓 もう宣伝映画を制作 し、全国巡回上映にの

■ ‐ ■ ‐ ■ ■ ‐ ■

被害発生時の指導

■

■

■

■

―

映画 (16mm 30分 カ ラー )

油 汚 染 と 漁 業  漁場油濁被害の現状と対策をドキュメ

(49年度) ント風に描写する。

水産資源をまもる

(49年 度)

油 汚 染 と 生 物

(50年度)

赤      潮

(50年度)

油汚染 とその対策

(51年度)

海 の 物 質 循 環

(52年度)

干 潟 と 藻 場

(53年度)

ホルネリヤ赤潮を追って

(54年度)

せた り、 またテレビ映画を製作 して放映を行った り、さ

らにポスター、パンフレット等 も製作、配布 しています。

また巡回上映やテレビ放映の済んだフィルムについて

は、この事業の趣旨にそった活動を行 う漁業団体等に対

して無料で貸出 しを行っています。

昭和49年度にこの事業が実施されてから、映画 (16mm

カラー30分 もの)8本 、テレビ映画(16mmカ ラー15分もの)

36本力滞J作 されています。

テ レビ映画 (16mm i5分 カラー )

びわ湖よよみがえれ  合成洗剤追放やゴミ清掃運動など

を紹介。

53 7::1黒
i重色最害 稽島二裏房晨1:島喜露彙[ちぃ

て紹介。

年 霞ヶ浦公書体験記   地元中学生による霞ヶ浦の公害研

究。

度  
ひらけゆく養殖業

   露環l県

堅田漁協のはまち養殖を

伝えようふるさとの川 高知県物部川の浄化推進運動をえ

力̀
く

。

さけののぼる川

馴
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オイルボール

年

赤潮にとりくむ

度  
クリーンアップ作戦

レジャーと漁場

問い合せ先 :水産庁 漁場 保全課 または日本水産資源保護 協会



●油濁対策

● 油汚染は漁業公害の中で非常に高い割合を占めてい

ます。海に油 (原油、重油、潤滑油などの鉱物油)が流出

すると、魚介類が死んだ り、あるいは海岸にべっとりと

付着 して磯の生物を全減させた りします。また、死に至

らないにして も、生育が阻害された り油臭魚を発生させ

た り、の りやわかめなどに付着 して商品価値 を低下させ

た りして、さまざまな被害をもたらします。

とくに揮発性の高い油が多量に流出 した ときは、火災や

爆発など極めて危険な状態を招 きます。油濁による被害

は、流出事故のように突発的なものばか りでなく、洋上

でタンカー等から投棄された廃油がボール状になって漂

流、漂着 して沿岸漁業に被害を与えた り、美 しい海浜を

汚 した りするのです。

② 油が流出したら、事故の原因者あるいは発見者は、た

だちに最寄 りの所定機関に通報 し、通報を受けた機関は、

さらに関係諸機関に連絡するなど、たがいに協力 して適

切な対策、処理が実施されるようになっています。

水産庁では、都道府県や市町村に対 し、オイルフェンス、

吸着マット、油回収装置などを購入する費用の補助 も行っ

て、漁場を油濁から守るための対策の一助 としています。

0 油濁による漁業被害には、漁獲物の汚染、漁船漁具等

の汚損、休漁損害、漁獲減などの直接的被害と、水産生物

に対する長期的影響などの間接的被害があり、さらに油の

防除や漁場の清掃作業などをも行わなければならない漁業

者の負担は極めて大きいものがあ ります。

(1)油濁の原因者が判明 している場合は、原因者に対し、

被害を受けた者が損害賠償を請求するわけですが、船

の所有や使用関係などが非常に複雑な場合が多 く、高

度の専門的な知識や手続 きが必要 となります。

これについては、全国漁業協同組合連合会が専門の弁護

士の意見を聞きながら、系統漁協の指導に当たっています。

(2)原 因者が判明 しない場合は、損害請求の相手方がい

ないため、従来は被害を受けた漁業者の泣 き寝入 りに

なっていたのですが、昭和50年 3月 に財団法人「漁場

油濁被害救済基金」が設立され、原因者不明の油濁被

害に対する救済金の支給や防除費の支弁を行なうこと

となりました。

同基金は農林水産省、通商産業省、運輸省の共管 とな

ってお り、救済金は船舶、石油関係の事業者から拠出

され、 また防除費は、国から1/4、 都道府県か ら1/4が

支出され、残りの2/4は 船舶、石油関係事業者の負担 と

なっています。

この基金が設立されてか ら54年 度 までに救済 した実績

は、防除費及び救済金の会計で12.2億円に達しています。

また、油濁の水産生物に対する影響については、なお

未解明な点が多 く残されてお り、これが海の環境保全や

油濁被害救済に一つの影を落 しています。 とくに、魚種

や油の種類により毒1生が異なってあらわれると言われ、

また長期的な水産生物の繁殖、生育に与える影響などが

問題 とされています。このため、水産庁では、海上にう

かべ、自然に近い条件の もとで行い得 る大型水槽実験を

主体 とする「油濁の水産生物に与える影響調査」を昭和

54年度か ら実施 し、研究に努めています。

▼漂着 した廃油ボール(54年 12月 沖縄本島辺土名海岸 )

●原因者不明の油濁被害救済の仕組み

▼辺土名海岸での清掃作業 ▼二重県宿浦漁港地先で行われている油濁影響調査野外実験台船

▼実験台船内部



●富栄養化の産物,赤潮

赤潮 とは、一般には水中にプランク トンが異常に増殖

することによって、海の色が変わる現象をいぃます。

フ
゜
ランク トンの種類によって赤福色、褐色、緑色、黄緑

色等になることもあ り、 また、びわ湖等の淡水にも発生

することもあ ります。

赤潮の発生により養殖、蓄養中の魚介類がへい死 した

り、天然の魚介類が大規模に被害を受けた りすることが

あ り、 とくに有害な赤潮 (例 えばホルネ リアと呼ばれる

プランク トンによるもの)では、大量の養殖はまちのヘ

い死 を招いた りしています。 また、ある種の赤潮プラン

ク トンの発生 した海域では、あさり、ほたてがい、いが

いなどが有毒化 し、貝を食べた人が中毒を起すこともあ

ります。

赤潮の発生機構はまだ明らかにされていませんが、一

般的には十分な太陽エオ、ルギーの もとで、チッソやリン

等の栄養塩類が豊富 にある場合、重金属やある種の有

機物が存在することにより、 さらに水温、塩分 、 pH

などの条件が適当であれば、フ
゜
ランク トンの異常繁殖を

ひき起 こす と考えられています。

赤潮による養殖はまちへい死の大きな被害例 としては、

播磨灘における昭和47年の1,428万尾 (71億円)、 52年の

332万尾 (30億 円)、 さらに53年の282万尾 (33億 円)な どが

あげられますが、赤潮に対する対策 としてどのようなこ

とが行われているので しょうか。

▼請戸沖の赤潮 (54年 5月 )

● 環境庁及び水産庁では、赤潮に関する研究を体系的に

調整し、さらに研究を推進させるため、昭和53年11月 か

ら赤潮研究会を開催しています。この研究会は、大学や研

究所の研究者を中心 とする約50名 の委員によって構成さ

れ、赤潮の発生機構や赤潮の発生予察、さらに赤潮によ

る漁業被害の防止対策などに重点をおいて研究が進めら

れており、赤潮についての種々の側面や防止対策が明ら

かにされてゆくことが期待されています。

② 現在、水産庁では、赤潮発生時期には航空機を使用し

て観測を行い、赤潮の早期発見に努めていますが、つぎの

ような事業も実施 して赤潮被害の防止、軽減をはかって

います。

●瀬戸内海における赤潮発生海域図 (昭和51年 )

《事業の概要》

赤潮情報交換事業  漁協等の協力を得て、赤潮の分布

範囲、色、フ
゜
ランク トン種の情報及び貝毒の発生状況等

を収集し、水産庁瀬戸内海漁業調整事務所を通じて、関係

府県等に通報する事業であり、48年度から実施されています。

赤潮予察調査事業  赤潮発生の予察やその手法の確立を

はかるため、赤潮発生時の海洋構造や水質、底質の状態、

プランク トンの発生状況等を調査する事業であ り、51年

度から実施されています。

漁場改良復旧基礎調査事業  赤潮発生原因のひとつとさ

れている海底のヘドロのしゅんせつ、除去等についての基礎資

料を得るため、特定海域におけるヘドロのたい積状況等を調査

し、ヘドロマッフ陸作成する事業であり、49年度か ら実施さ

れています。

赤潮対策技術開発試験事業  効用の低下 した漁場の回

復 と、赤潮被害の防止をはかるため、水質、底質の改善

や被害防止のための技術開発などを行 うものであ り、次

の ものが含まれています。

●粘土、石灰、砂等により海の水質や底質を改良する技術

の開発 。

大 阪 府



●瀬戸内海における赤潮情報交換事業のしくみ

関係府県

府県水産課

府県水産試験場

(航空機観測 )

水産庁南西海区

水産研究所

●草食の魚 (レ ンギョなど)を用いて、富栄養化により発生

するアオコなどを摂取させる方法の検討。

●効果的に海底を耕運、或いはばっ気 し、底質を改善す

るための機器の開発。

●赤潮海域か ら養殖はまちの筏を避難させた り、深みに

沈下させる技術の開発。

●海草を繁茂させ、海水中の栄養分を吸収させて富栄養

化を防止する方法の検討。

●赤潮プランクトンを汚水処理に有用に利用する技術開発。

●粘土等を用いて赤潮を緊急に沈降させ、養殖はまち等

の被害を防止するための技術開発。

●新 しい形態の餌料 (モ イストペレット)の導入により、はまち

等の養殖場の水質、底質の悪化を防止するための技術開発。

0 このほか、科学技術庁では、赤潮生物の分光特性を

解明 し、 リモー トセンシング手法による赤潮航空観測技

術の開発を図っています。また環境庁では、赤潮の発生

増殖機構の究明や赤潮が魚介類 に与える生理的影響の解

明など、赤潮の発生予察及び被害防止対策の基礎資料 と

するための研究を、大学や研究機関に委託 して行って|い

ます。また、水質汚濁防止法の改正により、東京湾、伊

勢・三河湾、瀬戸内海では、CODの 総量規制のほか、栄

養分のひとつであるリンについても、その削減をはかる

こととなってお り、海の富栄養化や、それによる赤潮発

生防止について、官民あげての研究、対策が進められて

います。

▼赤 潮 に よ るハ マ チ の へ い死 ▼航空機を使ったリモート・センシンク手法による赤灘 胆 1

▼赤潮か らの避難 (ハ マチ養殖いけす )

漁業協同組合

(赤潮予察調査等の実施 )



●有害物質(重金属等)|こよる汚染

● 重金属等による漁業被害は二つに大別されます。一

つは、シアン、ヒ素などのような重金属により水産生物

がへい死 した り、あるいはその繁殖や成育に障害を及ぼ

した りすることによる被害 と、 もう一つは、水銀、PCB
のように魚介藻類に蓄積され、食品 としての安全性が損

なわれることです。

重金属等が水産生物に被害を与えない安全限界につい

ては、急性毒性試験 (24時 間または48時間後に飼育生物

の50%が死滅する濃度、つまり半数致死濃度等による)

によって示されるのです力ヽ 水産生物の種類、成長過程に

より、かなり差があるようです。これについては、(社 )日 本

水産資源保護協会から刊行された、「水産環境水質基準」

の中でふれられています。

水産物の食品 としての安全性については、水俣病の原

因 となった有機水銀合有魚や、PCB汚染魚などが社会的

に大 きな問題 とな りました。これらの安全性は、重金属

などの魚介類における合有量のみでなく、食品 としての

摂取量 と関連 して判断 しなければな りません。

また工場排水などの人工的汚染とは関係なく、本来的に

高い濃度を示す魚介類 もあり、これらについては、なお研

究されなければならない点 も残されています。

② 工場排水や廃棄物の海洋投入などにおける重金属など

有害物の排出については、水質汚濁防止法や、海洋汚染

及び海上災害の防止に関す る法律などで規制されていま

すが、 日常の監視活動により、違法が行われないように

することが大切です。

水産庁では、水質、底質に水銀、PCBが検出された海

域や河川については、環境改善を要請するとともに、 そ

こに生息、する魚介類について、水銀やPCBに よる汚染状況

を調査 してお り、暫定基準値 をこえるものがあれば、た

だちに漁獲の自主規制を行 うよう指導 して安全を期 して

います。

現在、魚介類の水銀合有量の調査は全国で54水 域、また

PCBに ついては19水 域において実施 しています。

▼毒物によりへい死した魚

■魚介類中の水銀の暫定的規制値

同一魚種について原則 として10検体の

平均値が、総水銀 として 0.4ppmか つ

メチル水銀 として 0,3ppm

但 し、マグロ類 (カ ジキ、カツオを合

む)、 メヌケ類、キンメダイ、サメ類、

ギングラ、エ ッチュウバイガイ、ベニ

ズワイガニ及び河川魚には、この基準

は適用 しない。

●無視できない農薬被害

0 最近の農業は、農薬を多く使用するようになっており、

農薬が河川水に流出 して魚介類 に害 を与える例 も多 く

見 られます。農薬は種類が非常に多いうえ、新製品の開

発 も早いので、その実態をは握するのに困難な点 も多い

のですが、はまちの稚魚がへい死 した り、養殖 こいが貧

血症 となった り、養殖えびの稚仔が死んだ り、また奇形

魚が発生 した りするなかに、農薬のせいではないか とみ

られているもの もあ ります。

農薬の水産生物への影響については、コイ及びミジン

コを供試生物 として、コイは48時間後、 ミジンコは 3時

間後の半数致死濃度で判定 して魚毒性を定め、それによ

り使用基準を定めています。 しかし漁業側か ら見れば、

コイ、 ミジンコだけを用いた試験方法でよいのか、また

長期的な影響にっぃても調べる必要はないかなど懸念が

残っています。

漁業に被害を与えやすいのは、水稲などの水田作物に

散布された農薬が十分に分解することなく、落 し水を通

じて河や池に流れ込む場合、不注意な農薬器具の河り||で

の17L浄 や使用済農薬空袋の投棄、ヘ ソコプター等で行 う

空中散布のように、広い範囲に拡散する場合です。 とくに

近 くに河や養殖池があるときは注意を要します。

② 水産庁 としては、農薬の漁業に与える影響を考慮 し、

次のように対処 しています。

e農薬の影響を受け易い海産魚を使用 し、農薬の水産生

物に与える影響、例えば致死濃度、血液性状の変化、奇

形、骨曲がりなどについての調査、研究を進めています。

0ま た魚毒性の判定に際 しては、関係省庁に対 し、現実に

みあった魚種、試験方法を用いて検討するよう申し入

れを行ってきています。

e漁業への影響が問題 となる農薬 (特 にモ ソネー ト)に 対

しては、使用基準の厳守、使用地区の制限や、万一被

害が発生 した場合は、農薬使用者側に救済措置をとる

ように申し入れ、大 きな効果をあげています。

●農薬を空中散布する場合は、あらかじめ地元漁業者に

対する告知を徹底 し、漁業に被害を生 じないようにす

るとともに、天候、風向など十分に考慮 して行 うよう

関係部局を通 じ、農薬使用者側に申し入れています。

▼農薬によるボラのへい死(53年 7月 静岡県大橋川 )
▼ウグイの奇形レントゲン写真



●温排水につしての研究 ●海を汚すゴミ

● 原子力や火力発電所からは、蒸気の冷却過程で、大量   0 温排水の影響については、昭和50年 11月 に、漁業界 と         河や海などには、たくさんのゴミ、ビニール、プラスチッ  ては直接的な被害を伴う重要な問題です。水産庁では、公

の温排水が出ます。その量は出力10万キロワット当たり、原   電気事業界の協力により設立された(財 )海洋生物環境研究        ク、空カス ビンなどがたまっていて、漁網にひっかかった  害により効用の低下 している沿岸漁場や内水面漁場の回復

子力発電で毎秒 6～ 7立方メートノK入力発電で毎秒3～ 4   所が中心となって、研究が進められています。             り、水産資源の生育に支障をきたしたり、海を汚した りして  をはかるため、廃棄物除去等の漁場復旧のために都道府県

立方メートルといわれています。現在、原子力発電所は10ヶ 所   水産庁においても、当研究所に委託 して、温排水の海洋条       ぃます。これは個人が不用意に捨てたり、あるいは埋立て  の行う事業に対 し補助を行っています。また、廃棄物がた

(21基 )、 火力発電所は99ヶ 所あり、これらから海に排出され   件や漁場環境に与える影響や、生物相の変化などの調査及       地等から風で飛ばされたり、いろいろな原因が考えられて  い積ししている一定の水域において、ゴミ等の除去、回収

る温排水は、信濃川の流量の約5倍にも匹 |・ltし ます。また冷   び影響評価のための手法 の研究を進めており、温排 水によ        います。ゴミ公害は、海や河ばかりでなく、全国の自然公  処理方法の検討等の一貫 した漁場清掃の手法を実験的に

却水は復水器を冷却することにより約7度高くなって排出さ   る漁業への影響 についての調査、研究に努めています。          園や行楽地でも大きな問題 となっていますが、漁業にとっ  検討する事業に対しても、補助をしています。

れ、この冷却水 としては、通常、海水が利用されています。   また、関係機関においては、構内雑排水に含まれる微量の

放射能のより高度な回収処理技術の開発が鋭意進められて

② 発電所からの大量温排水が漁業に与える影響 として  おります。

は、いくつかあげられています。               なお、温排水については、温度基準もまだ法的に定められてい

第1は 、冷却水 としてとり入れられた海水中の魚介類の卵   ない段階であり、今後の調査、研究の充実が望まれています。

や稚仔、またプランクトンなどの飼料生物が、温度上昇に

よってどんな影響をうけるかということです。                           ▼大飯原子力発電所(福井県)

第2は、温排水が海に流れ込むことにより、水温の上昇が

おこり、それが周辺の漁業環境にどんな影響を与えるかと

いうことです。また、冷却能率を高めるため、冷却水中に

殺菌用の塩素ガスを添加したり、さらに原子力発電所の場

合は、構内の雑排水に残留する微量の放射能による魚介類

の汚染も一部では懸念されています。これらの問題は、発

電所の大型化や地域集中の傾向が強くなるにつれ、その影

響は増大 してゆきます。

▼赤外線写真による温排水の拡散

くゴミの回収作業

▼回収 されたゴミの山

▲海洋生物環境研究所(千葉県夷隈郡御宿町)



●廃棄物はむやみに海に棄てられま磁

海の埋立てや、海洋に投入されている廃棄物の量はどれ

くらいあるのでしようか。

海上保安白書によると、昭和52年に我国周辺海域に排出

された廃棄物の総量は、約7600万 トンとなっています。その

内訳は、海底土砂が6,500万 トス 産業廃棄物が620万 トス

ー般廃棄物 (し 尿等)480万 トンです。

我国は陸地がせまいため、陸上処分より海上処分に重点

が置かれがちです。海洋へ廃棄物を投入するに当たっては、

「海洋汚染及び海上災害防止に関する法律」や、「廃棄物の

処理及び清掃に関する法律」などによって、海洋投棄するこ

とのできる廃棄物の種類や、投棄海域などの基準が定めら

れています。

廃棄物を海洋投入することによる漁業被害の例 として

は、それにより魚群が散逸 したり、し尿等が漁具に付着 し

不衛生であるうえ、商品価値を低下させ、また埋立地か

らの汚水の流出により、周辺海域を汚染するなどがあげら

れますが、水産資源に悪影響を及ぼさないよう、十分な配

慮がされることが必要です。とくに、海の自然の浄化力を

越えて海洋投棄が行われる場合は、環境汚染、あるいは環

境破壊につながる恐れがあり、このためには、先づ廃棄物

の海洋投入の実態を十分には握 し、 その影響を検討 した

うえで対策を進めて行 くという姿勢が必要なのです。

●廃棄物排出海域図

▲ し尿の海洋投棄

IA
I 海

1 水銀 、カ ドミウム、鉛、有機 りん、六価 ク ロム 、ひ素、

シア ン化合物 を含 む汚 でい をコ ンク リー ト固型化 した もの

2 鉛 、六価 クロム、ひ素 を含 む燃 えが ら及 びばい しん をコ

ンク リー ト固型化 した もの

1 不燃性 のT般廃棄 物 (液状以外の もの )

2 廃 人薬類

3 熱 しゃ く減量 15%以 下の燃 えが ら 、

4 非 水溶性 の無機性 汚 でい (水 銀 を含 む汚 でい をばい焼 し

た もの も含 む )

5 金属 くず、ガ ラス くず、陶磁 器 くず、鉱 さい、建築廃材

6 ばい しん

7 PCB処 理物 (液状以外の もの )

1 し尿 浄化槽 汚 でい又 は し尿

2 不燃性 の一 般廃棄 物 (液状の もの )

3 水溶性 の無機性 汚 でい及 び有機性 の汚 でい

4 廃酸 又は廃 アル カ リ

5 動植 物性 残 滓

6 家畜 ふ ん尿

7 PCB処 理物 (液状 の もの )

備考

1.A及びB海域における海洋投入処分は、集

中型排出方法 (イ 。比重1.2以上の状態にし

て排出、口.粉末のままで排出しないこと、

ハ.航行中に排出しないこと)に より、す

みやかに海底に沈下するようにすること。

2.C海域における海洋投入処分は、拡散型

排出方法 (イ .海面下に排出すること、口.

航行中に排出すること)に より、すみやか

に海中に拡散するようにすること。

3 海洋投入処分ができることとされた廃棄

物であっても、埋立処分ができるものは、

海洋投入処分を行わないようにすること。

4.水産動植物の生育に支障を及ぼすおそれ

がある場所は避 lナ るよう1こ 努めること。

5.PCB処理物とは、廃PCB等スは、PCB汚

染物を処分するために処理したものをいう。

6.海上投棄できる廃棄物の定義については、

「海洋汚染及び海上災害の防止に関する法律

施行令」、剛売棄物の処理及び清掃に関す る

法律施行令」、「有害な産業廃棄物に係る判

定基準を定める総理府令」及び「廃棄物の処

理及び清掃に関する法律施行第6条第3号 に

規定する油分を合む産業廃棄物に係わる判定

基準を定める総理府令」を参照のこと。

1域

日ヽ 1静器営

3511  :♀ :::

1卸 l L360/N



●漁場環境を変える埋立て

我国は、陸地が狭いため工業地帯の造成、発電所立地

など沿岸海域の利用が盛んです。沿岸海城には、水産資

源の養殖、生育にとって非常に大切な千潟や藻場があ り

ますが、埋立てによりこれらが喪失 した り、 また海流や

海底の地形の変化をひきおこした りします。さらに埋立

岸壁によって自然のなぎさが失われ、海の浄化力の低下

を招 くとも云われています。このように埋立てによって

漁場環境の受ける影響は大変大 きいのです。

埋立ては、どの位行われているのでしょうか。漁業センサ

スによれ|よ 日召和43年から10年 間に埋立てられた面積は248

km2で ぁり、これは瀬戸内海の小豆島の約1.6倍 に相 当 し

ます。

現在、埋立てを伴う大規模総合開発や発電所の設置、港

▼埋立て工事

湾計画などの開発事業、さらに廃棄物処分地の造成など

様々な事業のプロジェクトが打ち出されていますが、 これ

らによる漁業への影響をいかに少なくするかが、大変重要

な課題 となっています。そのためには、漁業への影響を適

確に事前評価することができるようにすることが大切です。

水産庁では、(社 )日 本水産資源保護協会に補助 し、各種

開発事業が漁業(1与 える影響を、適切に予測、評価する手

法の確立など、影響評価指針の作成についての検討を進める

とともに、実際に開発行為の事業主体が作成した環境影響

調査の内容についても、専門家の意見をきき、検討する仕組

みをつくつており、漁場環境の維持、保全について大 きな

努力を傾けています。

海は美しく豊かなものでありたい。

海は人類のいこいの場であるとともに、

漁業生産の場として、また海上交通の場として

大切な役割を担ってきました:

その海が汚染されてきました。

この事実はもっと冷厳にみつめられるべきで九

この汚染の陰く 漁場環境が損われ 漁業者が被害を

受けてきたということも、また事実なので九

他方、国民経済の発展に伴って、海域利用の要請も

強まりつつありますし、国の食糧問題 としても

200海里時代をむかえて、沿岸漁場の重要性は

いっそう高まってきていま丸

この間にあって、漁場保全をいかにすべきかは、

水産行政にとって非常に重要な課題なので,
海を汚さないためには、汚染物質を  ,   1
海へ排出しないように努めることが基本であり、  ´

国をあげて取りくむ必要があるので丸   
・  ｀

このことカミ穏業環境の保全にとっては欠く  の

できない前提であり、

これにより諸々の漁場保全対策ベ

効果をもたらすことになるので現




